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X 0606：2025 (ISO/IEC 9660：2023) 

（3） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

光産業技術振興協会（OITDA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS X 0606:1998 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 X 0606：2025 
 (ISO/IEC 9660：2023) 

情報交換用 CD-ROM の 

ボリューム構造及びファイル構造 

Volume and file structure of CD-ROM for information interchange 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 9660 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，情報処理システムのユーザ間で情報を交換するためのコンパクトディスク読み出し専用メ

モリ（以下，CD-ROM という。）のボリューム構造及びファイル構造について規定する。 

この規格は，次の事項を規定する。 

－ ボリュームの属性及びボリュームに記録するディスクリプタ（記述子） 

－ ボリュームセット（ボリューム集合）におけるボリューム間の関係 

－ ファイルの配置 

－ ファイルの属性 

－ アプリケーションプログラムの入力又は出力データストリームをレコードセット（レコードの集合）

として構成することが要求される場合に用いるレコード構造 

－ 媒体交換のための 3 段階のネストレベル（ネスト水準） 

－ 実装のための 2 段階のネストレベル 

－ 異なるシステム間で CD-ROM による情報交換を可能にするために，情報処理システムが提供する処

理に対する要求事項。そのためにこの規格では，規格に適合した CD-ROM を作成又は読み出しするこ

とを目的としたシステムで提供される機能を規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 9660:2023，Information processing－Volume and file structure of CD-ROM for information 

interchange（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

  




